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 そして、この５％ですが、近隣の市町村と比

べても同じだということなんですけども、やっ

ぱり大工さんのお話など聞きますと、お客様の

ほうがいろいろ知ってらっしゃって、飯豊町は

20％、町外の業者の方でも15％が出ると。長井

市は５％かというようなことも言われて、ちょ

っと仕事もやりづらいと。そして、何かこの

５％というのは、消費税の分をちょっとおまけ

するというようなイメージがあって、それでも

私のお聞きした大工さんでは、この制度を利用

して２件工事をしましたと、大変助かりました

と、いい仕事をしましたという報告を受けてお

ります。 

 そして、私たちもちょっと畳を変えるとか、

雨といを直すとか、そういう少額の工事にも使

えるようにできればなあと思っておりましたの

で、対応するという答弁でしたので、来年度は

また予算もつけていただき、そして使い勝手も

よくするように、そして事務の簡素化などもお

願いしたいと思います。２件なさった方は、２

件目は手続もなれたもんだから、ちょっと楽に

なったけどというようなお話もなさっていまし

たけど、なかなか、お聞きしますと、まず公金

ですから、きちんとした手続は必要なんですけ

ども、やっぱり少額の工事なんかだと、同じよ

うな手続だと同じように納税証明書とかいろん

なものがかかるので、何とか１通で済むとか、

そういうような方法も考えていただきたいなあ

と思います。 

 最後ですけども、やっぱりこれは市民に喜ば

れる制度にしていただくために、前向きに考え

ていただいて、来年度はこの制度があるから、

じゃあリフォームしよう、工事をしよう、新築

しようというようにしていただきたいと思いま

す。今年度は初年度ということで、たまたま工

事を予定していたが、この制度があったから利

用したというようなことだと思います。ですの

で、この制度があるから工事をしようと、リフ

ォームしようと、少額の工事でも補助が出るよ

うに、そして仕事がふえるようにするというこ

とが大切であるのではないかなあと思います。

ぜひそうしていただけるよう要請をいたしまし

て、私の質問は終わらせていただきます。あり

がとうございました。 

○蒲生光男議長 答弁は要らないんですか。 

○４番 今泉春江議員 じゃあ、浅野課長のほう

から、ぜひ。 

○蒲生光男議長 浅野敏明まち・住まい整備課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 ただいま今泉議員のほうからご指摘がござい

ました制度の見直し、それからＰＲ、手続の簡

素化について十分検討しまして、新年度から見

直していきたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○蒲生光男議長 ４番、今泉春江議員。 

○４番 今泉春江議員 よろしくお願いいたしま

す。質問を終わります。 

 

 

 町田義昭議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位２番、議席番号９番、

町田義昭議員。 

  （９番町田義昭議員登壇） 

○９番 町田義昭議員 おはようございます。 

 私は長井市のまちづくりが次世代に負担の少

ない行政であることを願いながら、市長並びに

福祉生活あんしん課長に質問をさせていただき

ます。 

 せっかくの機会でありますので、蛇足になり

ますけども、この間、長井市のお宝をちょっと

発見しましたので、皆さんに紹介したいなと、

そんなふうに思います。 

 12月２日の日、すばらしい天気であったんで
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すけども、そのときに、道照寺平のスキー場、

２年越しのスキー場がことしスタートするわけ

でございまして、そのときに、最終の調整作業

を行うというようなことで、ぜひ見てほしいと

いうような電話がありまして、行ってみました。

ここ長く行っておりませんでしたので、どんな

ゲレンデができているのかなというふうに心配

もしておりました。私が想像した以上にいいゲ

レンデができておるなと、そういうふうに感じ

ました。スキー場の会長さんが一生懸命斜度器

を使って25度の、これは焼酎の度数ではござい

ませんので、ちょうどいい度数に、斜度になっ

てきたと。しかしながら、私的には、ちょっと

初心者には大変なのかなというぐらいなコース

ができておりまして、本当に白山森スキー場も

いいスキー場でしたけども、さらに道照寺平ス

キー場がよくなったなあと、そのように思った

次第でございます。 

 余り天気がよ過ぎまして、私も山のほうを見

ましたら、何か熊野神社、あそこに上りたい気

分になりまして、ここ10数年上っておりません

でしたので、じゃあ一気に行ってみようかなと

いうことで、一人で出かけました。と申します

のは、ちまたの話では、ダムの厚意によりまし

て、あそこに定点観測所をつくっていただいた

と。私はそれはどういうものかわかりませんの

で、一度行ってみたいと、そういうふうに思っ

ておりました。落ち葉を固めて踏み締めていき

ながら、久しぶりに上った感じは、こんなに体

力が落ちているのかなというふうに実感した次

第でございます。頂上に行ってみますと、長井

市にこんなすばらしいスポットがあったのかな

というふうに感じました。ダム湖、百秋湖が眼

下に見えまして、そして周りの山が本当に雪景

色して、きれいな状況でした。ぜひこの景色は、

長井市民に一番最初に見てほしいもんだなと、

そのように思った次第でございます。 

 体力づくり、そして心のリフレッシュに活用

できるもんだなあと、そういうふうに思いまし

た。私がいいと思ったことは、皆さんがいいと

は限りませんけども、生かすも殺すも長井市民

の皆さん次第ではないかなと、そんなように思

って、帰った次第でございます。 

 ことしも残すところ20日余りとなりました。

何といっても３月11日の衝撃は大なるものであ

ります。今も脳裏に焼きついております。地震、

津波、原発、風評被害と、まさに四重苦であり

ます。天は私たちに何を伝え、何を教えたかっ

たのだろうか。この教訓を試練として、答えを

探す責任を負わされている気がしてなりません。 

 少子高齢化社会と言われて久しいわけであり

ますが、この分野の数値だけは、残念ながら予

想どおりの推移となっております。それは、今

般の国勢調査によりますと、65歳以上の高齢者

率は全国で22％、県で27％、そして本市では

27％を超えております。また、平均寿命も世界

のトップクラスの平均寿命となっており、女性

では86歳、男性では79歳となっておるそうでご

ざいます。 

 高齢者施策については、私的には３つに分け

られると考えております。１つに介護、２つに

介護予防、３つに健康長寿であります。今回は、

主に介護についての質問とさせていただきます。 

 今年度の施政方針の中での市政運営の基本的

な考え方の中で、市長は10項目掲げられており

ます。その一つに、温かい介護の実現とありま

す。本市も高齢者社会の真っただ中にあり、避

けて通れない重要課題であると考えます。この

実現に向けどのような真意で、そして考え方で

あり、進捗しているのか、具体例を示していた

だきながら、市長の考えをお伺いいたすもので

ございます。 

 次に、介護予防実態調査についてであります。 

 施政方針の中にもうたわれておりますけども、

21年度国のモデル事業として実施され、23年度

が最終年とあります。65歳以上の介護認定を受
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けていない高齢者の状況を把握し、介護予防に

つなげるとあります。団塊の世代が高齢者の仲

間入りをするとき、今後に大いに生かされるも

のと期待をしております。この間の調査状況に

ついて、資料を求めながら、福祉生活あんしん

課長にお伺いいたします。 

 次に、介護事業のスタンスについてでござい

ます。 

 これについては、在宅介護と施設介護に大別

されていると思います。五、六年前にこれに類

似した質問の際に、資料をいただき説明を受け、

このことについては自治体の方針にゆだねられ

ており、在宅介護に重きを置いた場合は、どう

しても施設介護より保険料が安い傾向にありま

すと説明を受けた記憶がございます。 

 その後、環境の変化あるいは社会情勢の変化

もあるわけでございますので、現状はどうであ

るのか、福祉生活あんしん課長にお伺いをいた

します。 

 また、市長には、現状を踏まえて今後どのよ

うなスタンスをとっていかれるのか、お伺いを

いたします。 

 次に、人生のささやかな幸せには物差しやレ

シピはございませんが、私的には働く場があっ

て、普通に子育てができ、不安の少ない終末を

迎えることができるということではないかと思

う一人でございます。しかし、残念ですが、そ

うはなりません。とりわけ終末に関しては、

日々、年々不安を増幅させるような社会情勢、

環境にあると考えております。 

 反面、待機児童にあっては、行政責任におい

ていち早く対策が求められ、講じられるわけで

ありますけれども、老健施設への待機入所者に

至っては、行列ができていてもそれが当たり前、

あるいは仕方がないと一蹴されているような気

がします。本市の実態はどうであるのか、福祉

生活あんしん課長にお伺いをいたすものでござ

います。 

 以上を踏まえて、本市の施設介護はまだまだ

未成熟ではないでしょうか。また、介護のニー

ズも10数年前とは意識も大分変化してるようで

ございます。私も高齢者学校にことし無試験で

入学をさせていただきました。これにまつわる

話題が急に多くなってきたように思っておりま

す。その話題の中では、家族や周りの人々に迷

惑をかけないでいきたいなと、そういうふうに

熱望している人が非常に多くなっており、在宅

介護より施設介護を望んでいると感じておりま

す。しかし、現実は厳しく、少しの増床はあり

ますが、回転の悪さも手伝って、入所可能者は

限られるわけであります。今後30年は増加傾向

にありますことは確実でございます。家庭・地

域・社会問題へと発展しかねない課題と考えて

おります。 

 現在の老健施設は、どうしても民間主導に近

い状態であるような感じがします。また、今後

この老健施設を使ったまちづくりで、そしてま

ちの活性化の一助になる方法もないものかと考

えております。このことは高齢者のみの課題に

とどまらず、家族のきずな、地域不安など、本

市のまちづくりに大きく影響をするものと思い

ます。市長の言う、温かい介護の実現に今後寄

与するものと強く信じており、この高齢者行政

がますます地域の皆さんに理解をしていただけ

るような施策であってほしいと願いながら、市

長のお考えをお伺いいたすものでございます。 

 これで質問を終わらせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員のご質問にお答えいた

します。 

 議員のほうからは、高齢者介護施策の１点に

ついてご質問いただきました。 

 私のほうからは、まず最初の市政運営に温か

い介護の実現について、また（３）の在宅介護

と施設の介護のスタンス、そして（５）の介護
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事業の行政の参画についての３点だというふう

に思いますので、順次答弁させていただきたい

というふうに思います。 

 まず最初に、施政方針にあります温かい介護

の実現についてでございますが、これは、私、

昨年の12月15日から、おかげさまで、２期目を

担わせていただくことになったわけでございま

すが、その中で、内谷市長の２期目の公約がよ

くわからないという、議会からのご提言なども

ありましたので、23年度の施政方針の中に、そ

の旨を伝えながら、10項目を次の４年間の自分

の公約として挙げさせていただきました。その

１つが「温かい介護の実現」ということでござ

いますので、ぜひこの４年間でさらに介護が充

実したと、そういった市民に実感してもらえる

ように努力してまいりたいと思ってるところで

ございます。 

 私が申します温かい介護ということでござい

ますが、町田議員のほうからは、長井市の場合

は施設介護は未成熟じゃないかということとか、

あるいはこれからの施設介護のあり方を行政主

導も必要じゃないかということもいただいてい

るわけでございますが、実は山形県内13市の中

で、人口、介護保険対象の方の人数と施設の定

員でございます。施設は特老ですね、これは正

式には介護老人福祉施設といいますが、あとは

老健施設ですね、例えばこれはリバーヒルのほ

うですが、その定員、そしてグループホーム、

また小規模多機能型の施設もございます。これ

らの定員が、今ちょうど第５期の介護保険の最

後の年になっておりますが、この５期で見ます

と、すべての定員数が448名でございまして、

これは13市の中では被保険者1,000人当たりの

施設の定員ということで、長井市は52.5名でご

ざいまして、これは米沢市に次ぐ県内では２番

目に高い、実は施設の定員保有率になっており

ます。ですから、施設介護が決して長井市がお

ろそかだというふうには私は認識しておりませ

んでした。 

 そういったことでございますが、まず私は、

施設介護は24年度、来年から３年間、24、25、

26、これが第６期の介護保険の第５期保険とい

うことになるわけですが、これは国のほうで介

護保険制度が出されてから、３年ごとに計画を

やっておりますので、いよいよもう15年、16年

目に入るということでございますけども、その

中で、施設のほうの整備も当然考えております。

まだ策定の段階で承認が得ておりませんので、

ここ、議場で答弁申し上げるには少し早計かも

しれませんが、その中には、特老の部分、小規

模でございますが、これらの定員とそれからグ

ループホーム、多機能型施設、これらの施設の

定員増を考えてるところでございます。 

 そういった中で、まず今、当面しなきゃいけ

ないのは、そういう施設介護はもちろんですけ

ども、やはり私がいう温かい介護とは何かと。

それはいろいろ困っておられる、結局、今の長

井市は、山形県ではどこでもそうなんでしょう

けども、共稼ぎの世帯が非常に多いと。そうい

った中で、高齢者だけの世帯もいらっしゃるわ

けですが、家族の介護のために仕事をやめざる

を得ないという実態があるということは重々承

知しておりまして、ですから、そういった方々

には、やっぱりできるだけ施設介護に、施設の

ほうに入所も希望される方は、そういったとこ

ろにしていただけるような、いわゆる相談窓口

だと思ってます。 

 結局、市民の皆様のさまざまな介護に対する

相談に丁寧に相手の立場に立って、市民の立場

に立ってさまざまに考えていく、そして具体的

にその問題を解決するという姿勢が一番大切だ

ろうというふうに思っておりまして、そこの部

分については、現在、今まで福祉事務所という

ことで、全体がぼんと大きかったんですね。そ

れをできるだけわかりやすく、福祉生活あんし

ん課ということで、そこに窓口を設けておりま
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す。 

 それと、保健センターのところに、地域包括

支援センターがございます。こちらについても

窓口としていろいろ健康課と一体となって相談

を受け付けしてるところでございまして、やは

り介護保険制度による施設介護あるいは居宅介

護、訪問介護など多くの介護サービス事業を行

っているわけですけども、それぞれの事業所に

対して、利用者一人一人の人格と個性を重んじ

て、笑顔あふれる対応などの質の高い介護をお

願いしてるところでございます。 

 ケアマネジャーに対しましても、毎月、研修

や情報提供を行いまして、利用者一人一人に合

った介護が受けられるように、指導に努めてる

ところでございます。 

 また、市では、介護保険を利用する高齢者の

生活への配慮をしておりまして、訪問指導、生

活管理指導員派遣事業、また配食サービス、住

宅改修支援事業ですね、それからミニデイサー

ビス、見守りお伺い交流事業、雪かきや雪おろ

し助成事業、また外出支援事業、介護支援おむ

つ支給事業等、各種介護支援を実施してるとこ

ろでございますけども、これらとともに、認知

症、高齢者の見守り体制の構築、また高齢者虐

待への迅速な対応などにも力を入れてるところ

でございます。 

 要介護高齢者にとって、介護を担当する家族

介護者の存在が欠かせないわけでございますが、

この家族介護者が心身とも健康で介護ができる

こともまた重要な安心の要素だと考えておりま

す。そんなことから、来年度から認知症の家族

の会に加えまして、家族介護者の集いの場を設

ける計画をしてるところでございます。 

 このように、各種事業、各種施策を通しまし

て、介護を受けられる高齢者が長井市に住んで

よかったと思っていただけるような温かい介護

の充実にこれから全力を尽くしてまいりたいと

思ってるところでございます。 

 ２点目の在宅介護と施設介護のスタンスにつ

いてでございますけれども、後ほど福祉生活あ

んしん課長のほうから、在宅介護、また施設介

護の給付費の動向や介護施設の定員数の状況に

ついて報告いたさせますが、長井市の場合は、

どちらも県内13市あるいは置賜の中でも非常に

充実してる市だというふうに自負してるところ

でございます。 

 長井市の介護保険計画では、高齢者の自立支

援を行うため、早期からの健康づくりを支援し

ておりまして、介護予防事業及び在宅重視型の

介護サービスを推進しまして、高齢者がいつま

でも住みなれた地域で安心して暮らせるように、

総合的、継続的な施策を展開してまいりました

が、在宅サービスで対応し切れない方のための

施設サービスの重要性も、議員がおっしゃるよ

うに、十分認識してるつもりでございます。 

 ただ、問題は国の施策が施設介護から在宅介

護のほうに、この介護保険制度をつくったとき

に、そちらのほうに誘導してるというふうに私

は感じております。結局、これから高齢者がど

んどんふえる中で、施設をたくさん用意して、

安心してその施設に預けられるというのが、本

来であれば私は一番、子として、あるいは本人

もそのほうが安心なのかもしれませんが、今の

制度からいいますと、被保険者、それと国、私

たち市町村、この３者でその経費を負担してお

ります。そうしますと、在宅介護というのは、

失礼な言い方をしますと、比較的家族の方がお

手伝いしていただけるもんですから、安く済む

と。これ、安いからいい、高いからだめだとい

うわけではないんですが、結局それが、施設介

護をメインでいきますと、保険料が高くなるん

ですね。 

 例えば長井市の場合は、現在、月4,200円ち

ょっとでございまして、これは13市の中でも真

ん中より上です。県内でも今の第５期は高い部

類に入るかもしれません、10何位ですから。し



 

―２７― 

＋

かし、第６期、次の来年からの計画がだんだん

明らかになってきてるんですが、それを見ます

と、ほかの市町村は軒並みぐんと上がるところ

が多いんですね。例えば隣の飯豊町さんなんか

ですと、聞くところによりますと、やっぱり施

設介護を充実させるということで、現在の保険

料から1,500円ぐらい上がるんじゃないかとい

う話もあります。 

 私ども長井市の場合も、施設介護を今までも

してきてるもんで比較的高いんですが、そこの

バランスの中で、ある程度上げざるを得ないの

かもしれませんが、市民の皆様からいただくの

は介護保険料が高いと、やっぱり利用されてる

方は仕方ないと思うんですが、利用されてない

方からすれば、非常に高いという声も聞きます。 

 民生委員・児童委員の協議会の理事会などで

も、そういう声があるぞと、何とか低く抑えろ

というような話がございますが、これは例えば

の話で恐縮なんですが、老人介護福祉施設、こ

れは特老です。もうほとんど寝たきりの方が入

る施設ということで、老健施設のショートステ

イなんかと違って、もう住民票も移して入られ

る施設なんですが、これを100床、例えば100ベ

ッド新設いたしますと、長井市の場合は、この

特老への待機されてる方が130名を超えてます

んで、例えば100ベッドを用意しますと、どの

ぐらい市から支出しなきゃいけないかと。建設

費で、土地代を除きで、長井市負担分として３

億2,000万円でございます。 

 それから、毎月の保険料にどのぐらい影響が

あるかということですが、１号被保険者分とし

て月135円、これだけでアップすると。そして、

住宅での給付費を差し引かない場合の増加する

保険料で見ますと、月599円、14％上がってし

まうということになってしまいます。これは制

度的な課題だと思うんです。 

 ですから、私も町田議員がおっしゃいますよ

うに、施設介護も充実させたいんです。待機さ

れてる方がいらっしゃいますんで、これは子供

の待機児童、保育園の待機児童と同様に重要な、

これは重大な課題だというふうに思っておりま

す。 

 しかし、そういう施設、介護することによっ

て、保険料がぐんとはね上がると、市の持ち出

しがぐっとふえるということもございますので、

その辺のところをご理解をいただきたいという

ふうに思ってます。 

 次に、最後でございますが、介護事業への行

政の参画についてお答え申し上げたいというふ

うに思います。 

 現在の施設整備は、民間主導にお任せ状態で

はないかということでございますが、市といた

しましては、介護保険事業計画の中で、きちっ

と方針を示しているところでございます。施設

整備をするということは、先ほども申し上げま

したように、介護保険料の増加につながること

でございまして、やはり慎重にならざるを得な

いというのが現状でございます。 

 先ほど申し上げましたように、在宅の介護保

険給付費の伸びが著しくて、その分そういう困

った方に対しては、さまざまなサービスが受け

られる事業者、市内の事業者がたくさんいらっ

しゃるということですね。ですから、すごく受

けておられますね。今後増加する団塊の世代、

町田議員も学校に入られたということでござい

ますが、介護を必要とするときに、きちんと対

応するためにも、在宅介護、施設介護について

は、バランスを見ながら対応をするとともに、

介護保険料の数字も見ながら考えなければいけ

ないというふうに思っております。 

 議員からのご質問の介護事業への行政の参画

でございますが、全国的に見ますと、もうほぼ

９割以上が民間でございます。確かに公営の介

護施設もあるんですが、これは例としては非常

に少なくて、例えば離島あるいは僻地など、民

間事業者が参入しにくいところ、あるいはなか
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なか民間事業者が存在しないようなところにあ

るというのが一般的でございます。例外もある

かもしれませんが、そういったことで、介護事

業はマンパワーでございまして、市でやります

と、それは市の職員が基本的にやる、指定管理

者でやるという形もあるかもしれませんが、そ

うしますと、人件費が大変かさむということで、

効率的ではないというふうに判断してるようで

ございます。 

 施設介護については、これまでも民間主導で

行ってまいりましたが、やはり長井市の場合は、

今後も民間でできるところは民間で行っていた

だきたいなと。非常にすばらしい事業者も長井

市は多いというふうに思っております。 

 また、介護施設はまちづくりの活性化の一助

になるんじゃないかと。中心市街地の活性化の

中にも、何も離れたところにそういう施設がな

きゃいけないというものではないと思ってます。

ですから、中心市街地の中にそういった施設を

つくるということも、一つの考え方であり、ぜ

ひそれも検討しなきゃいけないと思ってますが、

しかし、私が考えるに、できれば高齢者向けの

マンションとか、元気な方のマンション等みた

いのだったら、集合住宅でしたら非常にいいん

ですが、やっぱり寝たきりの方の施設というの

はなかなか難しいんじゃないかと。ですから、

例えば特老みたいなものはなかなか難しいんで

すが、老健施設とか、そこと例えば保育園を併

設する、それをまちなかに置くということなど

は、非常に理想的な形ではないかなというふう

に思っておりますので、これらについても検討

しなきゃいけないというふうに思ってるところ

でございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○蒲生光男議長 小泉良一福祉生活あんしん課長。 

○小泉良一福祉生活あんしん課長 町田議員のご

質問にお答えをさせていただきます。 

 簡単にということでございますので、介護予

防実態調査についてお答えをいたします。 

 この調査は、国のモデル事業でございまして、

21年度から３カ年続けてまいりました。実施状

況でございますが、21年度、調査票を配布する

わけでございますけれども、5,996枚配布して、

回収率が93％、あるいは22年度が88.3％、23年

が84.4％と高い回収率でございます。 

 集計結果で特徴的なところでは、介護予防の

二次予防事業対象者の選定ということで、基本

チェックリストを書いていただいているわけで

ございますけれども、それを見たところ、運動

機能向上のチェック項目から導かれる介護予防

事業の対象者は1,464人、出現率が24.5％、あ

るいは栄養改善からの項目からは128人、出現

率で2.1％、口腔機能向上からは782人、出現率

で13.1％、あるいは閉じこもり予防などからは

479人で出現率８％、高い値が出てくるわけで

ございまして、総合して、介護予防が必要な二

次予防対象者の実人数は2,058人になったとこ

ろでございます。 

 この現状をよく認識し、介護予防の必要性の

周知を図り、介護予防教室を増設、日常的な介

護予防運動の習慣の定着を図ってまいりたいと、

こういうふうに考えてるところでございます。 

 ３番の在宅介護と施設介護のスタンスという

ところでの現状についてお話をいたしますと、

居宅サービスと施設サービスの利用状況を見ま

すと、介護保険が始まった12年度では、給付額

ベースで総給付額11億8,800万円ございました。

居宅サービスが３億8,900万円で、32.7％、施

設サービスが７億9,900万円、67.3％で、施設

サービスが多かったわけでございますが、平成

22年度でございますと、介護給付費が増大をし

てきまして、給付総額が12年度の2.1倍の25億

800万円、そのうちの施設サービスが11億100万

円で、1.3倍の給付額と伸びました。居宅サー

ビスが、これは3.6倍の14億600万円ということ

で、増大が著しく、給付額に占める割合が居宅
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サービス56.1％、施設サービスが43.9％と逆転

をしている状況でございまして、在宅で生活を

支える介護サービスが伸びております。 

 また、施設サービスの施設の定員状況でござ

いますが、６年前の17年と現在と比べますと、

慈光園、寿泉荘などの介護老人福祉施設が210

床、介護老人保健施設のリバーヒル長井が120

床で、合計330床あったわけでございますが、

これが現在では、慈光園が30床増床、それから

介護療養型医療施設の吉川記念病院で20床、グ

ループホームが７ユニットの63名、小規模多機

能型居宅介護事業所25名で、合計138名分が増

加をしているところでございます。 

 そのことで、ここは市長からお話がありまし

たが、被保険者1,000人当たりの定員数を見ま

すと52.5人、こんなふうになって、米沢に次い

で高い値というふうになります。 

 また、別な指標で参酌標準というのがござい

ます。国のほうでは、37％が標準だと言ってる

ところを、長井市が48.2％高い値というふうに

なってるところでございます。 

 それから、入所待機者の実態についてお答え

をさせていただきます。 

 介護老人福祉施設入所待機者、ことしの６月

１日時点での調査をしました。申し込み総数が

225名のうち、死亡、他市町村への転出、既に

入所済みの重複申請を差し引いて精査をした結

果、137名というようなことになっております。

在宅者が57名、他施設に入所してる方が80名と

いうふうな結果でございました。 

 在宅者の内訳では、高齢者世帯の方が13名、

一般世帯の方が44名というふうな結果となって

おります。 

 私からは以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 るる答弁をいただきまし

た。順序どおりの再質問でないのかもしれませ

んけども、ご了承いただきたいなと思います。 

 私が一番申し上げたかったのは、まちづくり

の施策について、老健施設というものは20数年

前の当たり前の発想でありますと、どうしても

人里から離れたところに建設されたと。これは

別に長井市ばかりの状況でないわけで、どこの

自治体もそういう状況であったのかなというふ

うに思いますし、ただ、最近になって、さまざ

まな社会環境、人づくりの面からもそうでない

ほうがよろしいのではないかななんていう話が

ぼちぼち出てきまして、先ほど市長が言われた

児童館とお年寄りの皆さんとの過ごし方とか、

そういうものがぼちぼち見え始めてきて、長井

市も大きな事業として、中心市街地の活性化に

向けて街路事業等がなされる計画でありますの

で、そういうものを一つの契機として、まちな

かの活性化にそうした高齢者の方々が集えるよ

うな環境づくりをしていけたらいいのではない

かなということで、申し上げてみました。その

点について、市長、どんなお考えでしょうか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 私も町田議員と考え方は同じでございまして、

ただし、市でそういった施設をつくるのがなか

なか難しいなというふうに思っておりまして、

そんなことから、中心市街地活性化基本計画、

国の認定を受けた事業で活性化計画をつくって、

その中にそういった位置づけもしたいと。そう

しますと、民間事業としてそれを建設する際に、

さまざまなメリットがございまして、それを何

とか進めたいのですが、残念ながら今の長井市

の職員体制ではちょっと余裕がなくて、なかな

かそちらに現在のところ進めていくことができ

なくて、非常に歯がゆく思ってるんですが、何

とか来年、人員を確保して、その計画をつくる

ことによって、さまざまなメリットがあるんで

すね。 

 その中で、私は中心市街地の中に結構な空き
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地もありますので、そういったところに老健施

設的なものと、あるいは保育園とか幼稚園とか、

今、認定こども園という制度もございますけど

も、それが一体となって、ある程度まだ介護度

が低い方も、一緒にそういう雰囲気の中で生活

することによって、まちに出られるとか、ある

いは買い物とかいろんな楽しみ方ができるよう

な、そういったまちが望ましいんじゃないかな

というふうに思っておりまして、今後、努力し

ていきたいという目標の一つにしてるところで

ございます。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 非常にありがたい言葉を

ちょうだいしたなと思ってるんですけども、市

長がさっき、行政が直接参加していくというこ

とは非常に難しい環境にあるという話であった

んですけども、私は別に金銭的に直接参入して

いくとは、参画していくというようなことだけ

ではなくて、行政が仕掛けていくと。それはや

っぱり民間ではなかなかできない部分でないか

なと、そう思っています。さまざまな国との関

係とか、県との関係、そういうノウハウについ

ては、これは行政マンは絶対的なものはあるは

ずですし、またなければならないわけで、その

点について、やはりその部分は特に民間主導と

いうことでお任せするということであったなら

ば、なかなかこの部分というのは進展していか

ないのではないかなと考えておりますので、そ

の点について、市長、いかがでしょうか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私も町田議員がおっしゃるよう

に、市である程度おぜん立てをしていく部分が

必要だろうと。そういったときに、民間事業者

のやる気といいますか、そういった事業を展開

していただくための仕組みとして、我々行政の

ほうで、例えば街路事業をはじめとした各種さ

まざまな都市整備のための事業をやっていくと。

これは市でやる、市のハードの部分ですが、民

間でやっていただく部分として、まず必要なの

は、私ども長井市みたいな小さいまちではなか

なか難しいとは言われてるんですが、まちづく

り会社だと思ってます。 

 ですから、商工会議所とかあるいは私ども長

井市もぜひ出資させていただいて、まちづくり

会社をつくって、そして民間主導でそれらの事

業者を募っていくと。あと、人はまちづくり会

社が調整して、そういった介護施設の部分であ

ったり、あるいは幼稚園、保育園、それ以外の

まちとしてのさまざまな機能をまちづくり事業

会社と行政が一体となって進めていくというの

が一番望ましいというふうに思ってるところで

ございます。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 先ほど課長からも答弁い

ただいたわけでありますけども、五、六年前も

同じような質問をさせていただいた中で、入所

待機者が現在137人ということでありましたけ

ども、さまざまな入所、増床というか、そうい

うものがこの五、六年間であったにもかかわら

ず、入所待機者がそんなに変わらないわけです

ね。ということは、増加しておったということ

でございまして、これから例えば５年、10年と

いうスパンで見た場合に、これは何もしなけれ

ばどんどん待機者がふえていくという計算にな

りますので、そういう状況をどのように感じ取

られているのか。これはどっちがよろしいんで

しょうかね。あんしん課長に、安心するように

お願いしますか。 

○蒲生光男議長 小泉良一福祉生活あんしん課長。 

○小泉良一福祉生活あんしん課長 お答えをいた

します。 

 これからの介護にかかわる人の増加というふ

うなことで考えてみますと、現在、１号被保険

者が8,466人おりまして、それが10年後はどう

なるかという予測をいたしたところ、9,048人

というふうな答えが出てまいります。582人で
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6.8％の増というふうなことでございます。さ

らに、要介護の認定者数の予測をしますと、10

年後には210人プラス14.0％の増加というふう

なことになるわけでございます。 

 それで、今後の人口予測を考える際に、団塊

の世代という方々が大変多くなるわけでござい

まして、今後、2015年からの５年後あるいは10

年後の2020年、2025年あたりがこの介護を考え

る際の需要のピークではないかなというふうに

考えてるところでございまして、それまでの間

に、各種サービスを充実していくことが重要な

ことと認識をしてるところでございます。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 確かにふえていくのだろ

うと、それは私もそのように思っておりますし、

ちょうど私たちの年代ぐらいの方までは、親を

面倒見なければいけないとか、そうした状況に

近いものを教育として受けてきたというか、そ

れはしなきゃいけないなあというふうに思って

育ってきたもんですから、そんなに抵抗はない

んですけども、私たちの子供たちが果たしてそ

ういう意識でいるのかというふうに考えたとき

に、大きな乖離があるんじゃないかなと。それ

は私だけが思ってることなのか、その辺がちょ

っとわかりませんけども、親の介護をしなけれ

ばいけないという社会的な教育環境というか、

そういうものは今の60前後の年代よりは、40そ

こらの年代の人は薄いんじゃないかなと、そん

なように思ってるもんだから、とりわけ正直言

って、皆さんの心配よりも自分の心配をしてる

というのが強いわけでございます。その点につ

いて、市長はどのような考えを持っておられま

すか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私も年老いた両親がいるもんで

すから、大変だなというのは改めて感じており

ます。 

 それで、施設介護について、福祉生活あんし

ん課の職員と議論したことがあります。職員が

言うには、今は足りないけど、20年後は余るん

だというんですよ。私は20年後は余るかもしれ

ないって、今足りないんだからだめだというこ

とで、しっかりとやっていけというふうに言っ

てますが、確かに20年後は今度どんどん施設を

利用する対象者が減ってくるんですね。そうす

ると、今、どんどんつくり過ぎると、もう後々

大変になるということも一理あるんだろうとい

うふうに思ってます。 

 そんな中で、やっぱり一番の根本は、国のほ

うが、これから高齢者社会を迎えた場合、特に

私どもの地方は、しっかりとした施設介護も含

めて、介護体制が整ってるからいいんですよね。

ところが、都会は大変だと言われてます。５年

前に長井市が東北で一番魅力的なまちになると

いう一つの要素が、福祉の施設が充実してると

いうのが大きな要因だったようです。ところが、

大都市はないんですね。ですから、大都市の方

は本当、施設介護なんてのは、相当高額なもの

を出さないと入れないと。しかし、私たちの場

合は特老みたいなものです。本当に割と低い金

額で入れますし、あと一方で、グループホーム

など、民間で株式会社なんかでやってるところ

なんかは、非常に高いです。本当にこんなの需

要あるのかなと思うぐらい高いらしいですね。

ですから、そんなこともあって、バランスをど

うとるかと。 

 あとは、国に対して、これもうちょっと国で

お金を出すべきだと思います。消費税の税率を

上げて、いろんなことを言ってるようですが、

介護保険制度の充実を、ヨーロッパみたいに安

心して年老いて、介護を受けられるような、そ

の国の責任はもうちょっときちっと出すべきだ

と私は思っていまして、ただし今の枠組みで決

められた中では、要は利用する被保険者と自治

体がすごい負担しなきゃいけない制度になって

ますので、これらについては、やっぱり我々地
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方自治体は、国に対してきちんと言わなきゃい

けないというふうに思っております。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 先ほども市長が申されま

したけども、やはり働く若い人たちが介護をし

なければいけないということは、とりもなおさ

ず就労のほうに影響してくると。本当に大変な

ことだというようなことは、それは全くそのと

おりだと思いますし、この間、例を申し上げま

すと、こんなことを言った人がおります。 

 親と一緒に今まで生活してきたんですけども、

それが当たり前で、いい家庭だという考え方も

あったので、親と同居してやってきたと。しか

しながら、今となってみると、それは間違って

おったと。ということは、同居しているもんで

すから、その方はもう70歳ぐらいになって、も

う老老介護やってるわけですね。自分も病気を

しまして体力が落ちてるというようなことで、

しかしながら、もう15年ぐらい介護をやってる

んですけども、なかなか申し込んでおりますけ

ども、あなたのうちは介護をする人がいるので

という話ですね。 

 これも全くわかりますね。しかしながら、介

護をする人がいない人は、もう１年か２年ぐら

いそういう状態が続くと、入所させていただけ

るという環境になってると。そうしたものも注

意深く見つめていく必要があるのではないかな

あと私は思っているんで、幾ら介護をできると

いいながらも、ショートステイもいろんなもの

があるといいながらも、本当に介護をしている

人が、もうそっちのほうが疲れ切ってしまうと

いうような状況でありますので、決定打はない

かもしれませんけども、そうしたものについて

も一言お願いをしたいと思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員おっしゃるように、な

かなかやりきれないといいますか、そういうと

ころは非常にありまして、本当に介護を、自分

の母親とか父親をするのは大変だと、あるいは

妻、夫をするの大変だということがある現実で

ございますので、そこのところをやはり、いろ

んなケースがあると思いますが、親身になって

相談を受けて、少しでもいい方向に行くように、

それは、あなたは介護をできる人がいるんだか

ら、施設には入れませんよということは言うん

じゃなくて、やはり頑張ってそうなさってる方

と、もう最初から拒否している方で、拒否して

る人のほうが介護施設に入れるなんていう、そ

ういう割の合わないことのないように、親身に

なって、そういった相談を受けて、解決方法を

見出すような、そういった相談業務を充実させ

ていきたいと思っております。 

○蒲生光男議長 ９番、町田義昭議員。 

○９番 町田義昭議員 やはり行政サービスとい

うのは、与える側と受ける側のバランスをちょ

うどよく価値観を持って進めていくということ

に尽きるんだと思いますけれども、ここのとこ

ろはよく、先ほども課長も申されましたけども、

いつの時代も同じなんですね、13市を比較して、

常にこの辺にいるよとか、そういう言葉を使わ

れて、いや、私たちもそれで納得しているんで

すけども、しかしながら、やはりどこの自治体

も、ここの部分だけは他市町村に負けないよと

いうまちづくりもあっていいのでないかなと、

私はそう思いますし、何も13市やら35市町村を

肩並べに行政運営をしなきゃいけないというこ

とはないと思いますし、どうせだったらそれこ

そ日本一というぐらいな気構えもあっていいの

ではないかなということも考えておりますし、

また先ほど蛇足で申し上げました、熊野神社の

あの絶景を、上れる人は、あるいは上らせるこ

ともできるかもしれません、そういう方々にね。

本当に違った生き方をされるかもしれませんし、

ほとんどお金かかんないしね、そんな考えも含

めながら、最後に市長の答弁をいただいて、質

問を終わりたいと思います。 
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○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員おっしゃることも本当

にごもっともだと思いますが、私は長井市の今

一番お金をかけなきゃいけない部分は、やはり

どういうふうにして雇用、特に若い人たちが残

れるようなまちにするかということがまず最優

先だと思ってます。大変失礼な言い方をします

と、福祉関係は職員の真心があって、あとお金

さえあれば、それこそ日本一の福祉のまちにす

ることはできると思います。お金をどういうふ

うに生み出すか。長井市の場合は、もう人口が

どんどん減って、若い人が定着できない、負の

スパイラルに入ってるわけですから、それをま

ず断ち切らなかったら、肝心なお金が続かない

と。幾らお年寄りのためにいろんな整備をして

も、若い人が定着できなかったら、担う人がい

ないわけですから、そのバランスも考えながら

やっていきたいと思ってます。 

 しかし、やっぱり何といっても、私も家庭の

ことを考えれば、介護というのは本当に家族に

とっては重要な問題だということは認識してお

りますんで、これらも頑張って充実させるよう

に努力したいと思っております。以上でござい

ます。 

○蒲生光男議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５２分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○蒲生光男議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位３番、議席番号１番、

赤間広議員。 

  （１番赤間広議員登壇） 

○１番 赤間広議員 公明党の赤間広でござ

います。通告に従いまして、一般質問をさせて

いただきます。 

 私は防災について幾つか提言を申し上げなが

ら質問をいたします。 

 まず最初に、避難所点検についてであります

が、一般的に大災害が起こりますと、旧来の性

別、役割、分業意職に基づいた采配が振られ、

女性や少数派社会的弱者といわれる人の人権に

対する配慮が忘れがちとなります。16年前の阪

神・淡路大震災では、子供が周囲に迷惑をかけ

ることを気遣って避難所を利用しない母親、性

暴力被害を警察に訴えたら、言わないほうがい

いと言われた。知的障がいを持つ児童も、周囲

に迷惑をかけることや、本人が不安定になるた

め避難所生活は困難であったと。まだまだ多く

の事例が報告されています。 

 こうした経験を踏まえ、災害と社会的性差の

課題については、日本でも六、七年前から注目

されるようになり、内閣府の第３次男女共同参

画基本計画では、地域防災環境、その他の分野

における男女共同参画の推進の柱が立てられま

した。 

 緊急対策としては、被災した女性たちの身体

的、精神的負担を少しでも和らげることが重要

であります。避難所では、着替えや授乳などを

配慮した女性専用の部屋を準備し、トイレを男

女別にするといった基本はもとより、運営スタ

ッフや被災者自治組織の中に必ず女性を入れる。

女性の警察官や保健師による巡回を行い、男性

リーダーには相談しにくいニーズを吸い上げ、

安心感を与える手だてが求められるのではない

でしょうか。 




